































































わが国の大学の情報系専門学科は，コンピュータサイエンス（ Computer Science = CS ) , 
コンピュータエンジ、ニアリング（ Computer Enginering = CE ）とインフォメーションシス
テム（ Information Science = IS ）学科に大きく区分できる。 CS( Computer Science ）学
科はソフトウェア重視の情報科学科，情報工学科，計算機科学科や計算機工学科などに相当し，
CE ( Computer Enginering ）学科にはハードウェア重視の電気工学科，電子工学科，通信工

















国立大学 公私立大学 短期大学 主同主 専 t仁h, 言十
c S学科数 72 48 5 36 161 
（入学定員） 4,014 3,778 365 1,065 9,222名
I S学科数 39 91 67 。 197 











20年以前から検討され，大学教育として確立し，成熟した内容のACM( Association for 
Computing Machinery ＝米国計算機学会）のカリキュラムが発表されている。この ACMカ
リキュラム’78のコア ・カリキュラム科目（ cs 1 -cs 8）を教えるには，少なくとも 6人
の教員が必要であることも指摘している。また，これらの教員は， ACMカリキュラム’78の
科目，





cs 6 オペレー ティングシステムとアーキテクチャ I
cs 7 デー タ構造とアルゴリズム
132 藤井．短期大学における情報処理教育の現状






















する傾向にある。 これらのブラックボックス化に対抗するには， OSをはじめ， 言語処理系な
どを独自に開発する必要性があげられている。 しかしながら，短期大学においては， 第三の問


































































ここでのデニング図はコンピュータサイエンスの分野を 9つの副分野 （9行）に分類し， 各

































































































































































JlO人 工 知 古E
Jllヒューマンインタフェース
* OS(Operating System) 
＊網員沿ヤ意書4審議E去豪華京事手：買はコアカリキュラム部分
この他 に実験科目をしかるべく用意する。










示した。この学科の情報系カリキュラム （図3）と ACM’78およびJ90のコア ・カリキュラ
ム （図1. 2 ）との比較はデニングマ トリ ックスによって容易になった。デニング図は情報系
カリキュラムを理解・評価するための有用な方法であることが追認できた。
図3の経営情報学科の情報系カ リキュラムとcs暫定カリキュラム案J90のコア ・カリキュ
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つぎに，デニングマ トリ ックスによる現行カリキュラムと情報系専門のコア ・カリキュラム
または一般情報教育との比較結果を整理すると，
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